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＜笑えますか？
【安息日は禁煙】
日にたばこを吸って、ラビに見つかってしまいました。ラビはみっちりと学生を
叱ってたしなめました。謝る学生たちの言い訳はいろいろ、「ラビ、すみませ
ん、安息日の禁煙規定は知りませんでした」。他の学生「ラビ、すみません。今
日が安息日だって忘れてました」。他の学生「ラビ、まことに申し訳ないのです
が、安息日に裁くのはやめて頂けないでしょうか」。他の学生、「ラビ、隠れて
いたつもりだったのです。許して下さい」
【神の支配】
欠かさず祈りコーシェル（ユダヤ教の食事に関する規定）も全て守り、シナゴ
ーグ（会堂）にも通った。彼は健康に恵まれ、長生きをし百十歳になった。目も
耳も衰えなかった。ところがこの年の誕生日を境に、祈りのために会堂に行く
ことをきっぱりやめてしまった。心配したラビは、シモンを訪ね「元気かな？め
っきり会堂に来なくなったじゃないか。見るところ、いたって健康で、今も食事
をしているじゃないか？」。シモンは答えていった「おー、ラビ！これには理由
があって
なる神に思い出させるようなことはしたくないのじゃ」。
【道具を奪う】
ゃべりをしていました。それぞれの旦那の話に花が咲いていたというわけで
す。「奥様、宅の主人には癖があって、あの下品極まる癖をやめさせたいので
す」、「奥様、どうなさいました？」、「主人は、爪をかむ癖があるのですのよ。こ
れをやめさせたいのです。もう恥ずかしくって！」、「そんなの簡単よ
ったようにすればいいのよ」、「どうしますの？」、「そんなの簡単ですわ、しば
らく入れ歯を隠しておけば
【宗教対立】
のような布告を国内にしました。「ユダヤ人が国境にやってきた場合、問いた
だし、全てのことを明らかにさせなさい。そこに偽りがあったら銃殺に処しなさ
い。またいささかなりとも偽りの
現在ではありえない様なものでした。ある時、この王国の入り口に一人のユダ
ヤ人がやってきて、法にのっとって、詰問を受けた。このユダヤ人の返答は
「私は今日、銃殺されるでしょう」というものでした。混乱
題に対する判断をカリフのところにまで持ち込みました。混乱
のユダヤ人を解放することになりました。
ば・・・、自らの法に、矛盾するというわけです。
【夫婦の喧嘩】
来たアダムを問いただした。「いま何時だと思って
の？」。アダムは答えました。「なるほど、分かった分かった、浮気を疑ってい
るんだろう、この世に女性というものは、あなたしかいないのだから」。「それは
あやしいわ。上着をとってごらんな
数を数えてみるがよかろう。あっちこっちに、骨をおいてくることはしていな
い」。                             
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